
 

〇始業式 １月１０日（火） 

最初の始業式は放送で行われ、校長先生よりそれぞれの学年に対してメッセージが送られました。 

３年生：いよいよ進路選択です。受験がすべてではなく、その先にある進路選択が大事です。四中

は多くの生徒が上級学校に進学するようですが、世間には中学を出て就職する人、家業を

継ぐ人もいるでしょう。どんな進路でも、最後は自分で決断することが大切です。 

２年生：いよいよ最上級生です。何をやっても四中の顔であり、

四中の看板を背負うことになります。 

１年生：先輩になります。小学校のときも経験があるでしょうが、

来年度からは上級生という立場になります。 

３学期はあっという間です。自身やプライドにつながる準備を

してください。方法はそれぞれ異なるでしょうが、しっかり考え

て「考動」してください。 

何かに興味をもつこと、夢をもつことは大切です。何かひとつ

でも、自分の夢をもってほしいと思います。 

 

〇校内書き初め展 １月１３日（金）～２７日（金） 

 １３日（金）２学期や冬休みに取り組んだ書き初めを

教室に展示し、審査を行いました。入選基準にのっとっ

て入賞作品が選ばれました。学年が上がるにつれて、筆

の運び方やとめ、はね等上達しており、３年生の入選作

品が多くなりました。そして、１年生から３年生まで、

個性あふれる書き初めが並び、素敵な書き初め展となり

ました。 

 

 

 

 

 

 

＜入選基準＞ 

 金賞：手本に添って正しく、力強い筆の運び方で書けている 

 銀賞：それぞれの字のポイントを押さえて書けている 

 銅賞：中心線をとらえている 

令和４年度 学校だより １月号 

青澄む空  ～校歌 青澄む空より～           

清瀬市立清瀬第四中学校長 中西 規人 

学 年 金 賞 銀 賞 銅 賞 

1年 ３名 ４名 １２名 

2年 ５名 ３名 １８名 

3年 ８名 ８名 １９名 



〇四中校区円卓会議 １月１６日（月） 

 新型コロナウイルス感染拡大により開催を中止していました

が、四中校区円卓会議を開催しました。この四中校区円卓会議

は、地域の方と四中地域の交流や広報交換の場となっており、

同じ地域に暮らす方々と交流することにより、地域コミュニテ

ィが育まれていきます。 

 

 

〇教師道場及び校内研修 １月１８日（水） 

 授業力向上を目的とした校内研修を兼ねて、教師道場の部員でもある本校の教諭による社会科の

授業が行われました。アメリカはどうして今のような国になれたのか、クラスを６つのグループに

分けて調べます。調べた結果を相手を代えながら互いに発表し合います。タブレットのスライドを

使い、コメント機能を用いて気になることや、感じたことを書き込みます。 

 授業の後は研究協議を行いました。授業者の自評、教師道場のテーマの説明に続き、グループ協

議を行いました。教育指導課から指導主事の先生を招き、指導・助言をいただきました。 

学びに向かう力と、生徒が主体となる深い学びを実現できるよう、これからも研鑽に励んでいき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

〇全国学校給食週間 １月２４日（火）～３０日（月） 

 日本の学校給食は、1889 年に山形県にある小学校から始まったとされ

ています。学校給食は、栄養バランスのとれた素晴らしい食事というだ

けでなく、地域で取れた野菜を使用したり、季節や文化を給食に取り入

れるなど様々なことを学ぶ教材にもなっています。 

今後も学校給食は食に関する正しい知識と食習慣を身に付ける重要な

役割を果たしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
【昭和 35 年頃の献立】 

【平成の献立】 

【昭和 25 年頃の献立】 【大正時代の献立】 【明治時代の献立】 



〇1年スキー移動教室 １月２９日～３１日 

スローガン「Let's ski ～自然の豊かさを体で感じ学ぼう～」 

志賀高原一の瀬ファミリースキー場にて１年生のスキー移動教室を実施しました。実行委員を

中心に様々な準備をしてきました。係りの活動だけでなく、生徒自身が責任をもって行動できる

よう指導してきました。天候にも恵まれ、たくさん思い出を抱え無事に帰ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇星と星をつなげようプロジェクト 

このプロジェクトは、与えられたテーマについて自分の意見を星形の付箋に書き、模造紙にまとめ

提示することで様々な人の多様性を知ることを目的に実施しています。今回のテーマは「地球のた

めにあなたが出来ること」です。 

「地球について学ぶ」「人を助ける」「食品ロスをなくす」「ごみの分別をしっかりする」など様々

な意見が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇図書室の積極的な利活用と多機能化 

「学校には来られるけれども、教室には居づらい、入れない。」「学校には行きたくないけど、図

書室なら大丈夫。」「学校の中で、ホッと一息つける場所がほしい。」などと思う生徒のために、“ス

テップタイム”として図書室を開放しています。 

今後も四中生徒が少しでも“学校が好き”になるように、“通いたいなあ”と思える学校になる

ように、可能な限り改善や工夫を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  第 56回東京都中学校アンサンブルコンテスト 

銀 賞 

受賞おめでとうございます。 

 

この活動に下記の方々にご協力いただきました。 

 学校支援本部の 斉藤 しのぶ 様 

 日本社会事業大学 准教授 有村 大士 様 

 ビーサイドユー株式会社 社長 藤野 将睦 様 

四中生徒・教職員一同心より感謝いたしております。ありがとございました。今後

も、地域の皆様の御支援、御協力をよろしくお願いいたします 

表 彰 


